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伊方町におけるコシビロダンゴム

シ科のダンゴムシについて

松 田 久 司

はじめに

ダンゴムシはおそらくほとんどすべての人に知られ

ており,そして人気がある オカダンゴムシはヨーロ

ッパ原産の帰化種で世界共通種であるが,嫌われもせ

ずどちらかといえばよい印象を持たれている.しかし

オカダンゴムシ以外の種については一般的にはほとん

ど知られていない(奥山。みのじ,2010.オカダンゴ

ムシは人家の周辺には見つかつても,少し離れた森林

の中にはおらず,そこには/」 型ヽのセグロコシビロダン

ゴムシがおり,セグロコシビロダンゴムシは日本在来

とされている(渡辺,2002)さ ら,セグロコシビロダ

ンゴムシは一定規模以上の安定した森林で,その林床

も乱されず,落葉の自然堆積がみられるような環境に

生′自ギする。一方オカダンゴムシの方はより明るい,開

放的な環境にも生′自でするので,セグロコシビロダンゴ

ムシのような指標性はない.しかし,この2種を組み

合わせることにより,都市化による環境変化をみるう

えで利用価値が高いとされている(大野,1985).セグ

ロコシビロダンゴムシを含むコシビロダンゴムシ科に

は 22種が掲載されている (青木,1990が,セグロ

コシビロダンゴムシとされているものの中に,未記載

種のものを含め複数の種が混同されており,現段階で

は困難とされている(奥山。みのじ,2013).オカダン

ゴムシを含むオカダンゴムシ科とコシビロダンゴムシ

科は,腹尾節が後方に細くなつているか,1復竃節が後

方に向かつて広くなるか平行で識別でき(青木,1999,

それは目視か,虫眼鏡を使うことで行うことができる.

コシビロダンゴムシ科のダンゴムシが伊方町に生′自、す

るか調査を行つたので,ここに報告する。

調査方法

調査は,2013年 4月 28日 に道路から林に入れる伊

方HTlll永 田,九町,二見の6カラ千で行つた 上段が格
子状になつた二段式の容器(商品名 :水切リバット)に

落ち葉と土壌を一緒に入れ軽くふるつて,格子から下

段におちたもののなかからダンゴムシを探した。それ

を林の中で場所を変えて,10回行つた なお,上段の

容器は,底辺の大きさが220mm× 300mmで,6mm
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×30mmの格子が7行×14列ついている.

結果

調査を行つた6か所のうち3か所でコシビロダンゴ

ムシ科のダンゴムシが確認でき, 3か所では確認でき

なかつた.調査を行つた場所と生′日、の有無を表 1に ,

調査場所を図 1に示す.確認できなかつた 3カ ヨ斤は,

グランド横の林, ミカン畑の横の林,および国道 197

号線近くの路側帯横の林であつた。また,確認できた

林はいずれも落葉高緑樹と常緑広葉樹の混交林であっ

た.伊方町でコシビロダンゴムシ科のダンゴムシが生

息しており,ダンゴムシは環境をはかる指標として使

用できると思われる.

(まつだ 。ひさし

環境カウンセラー・佐田岬みつけ∽
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表 1.調査を行つた場所と生′日、の有無

I亘薔 場所 柵
1師

職 蒲 □J職 鰤 ]日
出 二rユ

町民グラ1'ド 横 ●  1■方町川■1田 ]047ヨ G 1320258      50021276

2 豊t浦JLIBl 伊方町九町 ][175C 1]11199 5〔1121265

3 郷土館南lBl l■方町二見 ]34130 1822910 5012125]

4 1■方越バス停近く 伊方町九町 ]]4340 1823215 5□]21275

5 川―l:田第一橋JL但 1 伊方町川永田 []4=5] 1311011 50021276

G 川‐l田卜1ノネルlLIBl 伊方町川永田 ]]4=77 1111]49 508112=G
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図 1.調査場所 (生,自、の有無を●と×で表わす, 1-6は表 1に対応.

国土地理院の数値地図25000を背景図として作図)
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セグロコシビロダンゴムシの月卿毛節

ダンゴムシの腹尾節
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